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　当初は旧上牧中学校校舎の改修・一部増築工事の基
本設計業務として受注し、計画を進めていました。し
かし、上牧町の子どもたちに、より充実した教育環境
を提供したいという前町長や副町長、教育関係者の熱
い思いに議会が賛同し、校舎の新築、全面建て替えと
いう方針に大きく変更となりました。
　それでも、少子化による学校規模縮小という課題の
早期解消のため、新校舎の完成目標は変更できません。
タイトなスケジュールでの新築工事計画業務がスター
トしました。
　生徒たちの教育環境を重視する教育関係者や学校長
の意見をできる限り尊重し、細部に至るまで意向に沿
えるよう検討を重ねました。〝上牧の未来を創る〟た
めに大事にすべきものは何か、現在そして未来の生徒
が育っていく空間としてどのような施設がふさわしい
かを考え抜き、実施設計に取り組みました。
　新校舎の建設場所は既存のグラウンドとすることが条
件。極めて限られた敷地での建設でしたが、校舎のプラン
では、教室以外にも生徒や先生が利用できる共有スペース
の導入を意識し、「コミュニティスペース・大階段吹き抜

け」などを設けました。また将来の校舎利用・生徒数の変
動に伴って変更可能な部屋配置・施設構造とし、長期間の
利用を考慮した設計としました。

　株式会社グリーンコンサルタント　山田仁樹

◆工　事　名／（仮称）新上牧中学校舎新築工事
◆建　設　場　所／奈良県北葛城郡上牧町上牧
◆発　注　者／奈良県上牧町
◆設計・監理／株式会社グリーンコンサルタント
◆施　　　工／村本建設株式会社　奈良本店
◆用　　　途／中学校

◆敷　地　面　積／，．㎡
◆建　築　面　積／，．㎡
◆構　造　規　模／ＲＣ一部Ｓ造４階建て
◆延　床　面　積／，．㎡
◆工　　　期／年９月６日～年３月日

工事事務所職員（前列左端が村井所長）

　奈良県上牧町で旧上牧中学校と上牧第二中学校
を統合して開校した新上牧中学校。新校舎建設の
指揮を執った村井隆之所長（村本建設）は「発注
者に満足していただくことはもちろん、生徒や教
員の皆さんにも喜んでもらえるよう心を砕いた」
と振り返る。
　町や学校側への説明では、完成イメージを共有
しやすいようＢＩＭの３Ｄモデルを活用した。定
期的に教員らと意見交換し、可能な限り工事に反
映。小柄な教員でも使いやすいスライド式の黒板
を導入したほか、給食調理を担当するスタッフの
要望も調理場の仕様に取り入れた。
　着工は年月。旧上牧中のグラウンドに延
べ㎡の新校舎を建設する工事では、限られた
スペースの中でいかに効率よく作業を進めるかが
大きな課題だった。
　建設位置が旧校舎に近接し、重機の作業スペー

スを確保する必要があったため「施工エリアを分
割し、旧校舎側から順に工事を進めるなど施工計
画に工夫を凝らした」（村井所長）という。また、
グラウンド入り口の搬入路から新校舎裏側へ回る
通路も狭く、綿密な搬入計画を立てて対応した。
　安全面にも細心の注意を払った。朝の通学時間
帯には、付近の小学生も含めて多くの児童・生徒
が搬入路付近を通行するため、工事車両の進入時
間を遅らせた。コンクリート打設量への影響も懸
念されたが、安全最優先で施工を徹底した。
　工期中も旧校舎で授業が行われ、テスト時には
作業を止めるなど教育環境への配慮も欠かさなか
った。トイレなどが一時的に使えなくなる工事は、
できる限り夏休み期間に行い、生徒への影響を最
小限に抑えた。
　多くの制約がある中でも、開校に向けて工事の
遅れは許されない。適宜、閉所日を振り替えるな
どして工程を調整。ピーク時には約人が施工
に従事し、校舎の竣工と引き渡しを迎えた。
　村井所長は「高品質の建物を無事に引き渡すこ
とができたのは、町や設計者、協力業者など多く
の関係者の支えがあったおかげ」と感謝を述べ、
「生徒の皆さんには校舎を大切に使い、のびのび
と学業に励んでほしい」と語った。
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　将来を見据えた学校適正化計画のもと、旧上牧
中学校と上牧第二中学校、それぞれの歴史と伝統
を引き継いで、新たな上牧中学校が竣工いたしま
した。基本理念は「『自分らしさを未来へ』～学
ぶ、つながる、創造する～」。生徒一人ひとりが
自らの可能性に気付き、多様な人々との関わりの
中で成長して、新しい価値を生み出すことができ
る教育の実現を目指します。
　学校教育目標では、四つの育みを掲げました。
互いを認め合い思いやる心、変化の時代をたくま
しく生き抜く力、自ら考え行動する姿勢、そして
社会の一員として協働する力を、日々の教育活動
の中で育んでまいります。
　上牧町はＩＣＴの活用や地域との連携を進めな
がら、子どもたちが多様な価値観の中で自ら考え、
対話し、協働して未来を切り拓く力を育て、希望
を持って学び続けられる教育環境の充実に全力で
取り組んでまいります。
　今後とも、皆さまのご支援とご協力を賜ります
ことをお願い申し上げます。

普通教室 調理室


